
 

 

 

 

 

 

セメントモルタルは、不燃の外装仕上材として下地形状に適応しやすく耐久性に実績があります。こ
の研究では、セメントモルタル湿式工法による耐久性の高い外断熱改修工法のための湿式仕上材料とそ
の工法開発を目的としています。 
 
 
 湿式工法で重要な仕上材のひび割れ防止をはじめ、次の開発目標を設定し、外断熱改修工法を提案し
ました。 

 

 

 

 

 
材料や工法を想定し、性能実験により１種類を選定した後、性能検証実験で適用の可能性を確認した
上で施工実験を実施し、湿式仕上材による外断熱改修工法を提案しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湿式仕上材を用いた既存のＲＣ外壁改修工法や汎用材料を活用して外断熱改修工法を開発したので、
これまで改修工法を行ってきた技術者が速やかに活用できます。また、躯体の挙動が少なければ、コン
クリートブロック造にも適用可能と考えています。 
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ひび割れ防止 

○湿式仕上材の改良 
（繊維補強等） 
○ひび割れしにくい工
法 

既存材料、汎用材料の活用 

○外壁改修用プレミクス
モルタル 
○補強ネット 
○補強繊維・・・ 

既存改修技術の活用 

○外壁改修用ネット
工法の活用 

断熱性能、耐久性の維持

○シーリング材を極力
使わない 
○通気効果 

材料・工法の想定 
①ナイロン繊維混入プレミクスモルタル 
②ＳＢＲ系ポリマーセメントモルタル 
③アクリル系ポリマーセメントモルタル 
④普通モルタル 

    ＋＋＋＋    
ビニロン製短繊維補強 
ビニロン製ネット補強 

○工法材料選定実験 
ひび割れ抵抗性試験 
曲げ・圧縮強さ試験 
乾燥収縮試験 
静弾性係数試験 

○性能検証実験 
作業性試験      凍結融解試験 
実大壁体複合劣化試験 吸水性試験 
直接引張り試験    透水性試験 
耐衝撃試験      線膨張係数測定 
実大壁体放湿実験 
○施工実験 

材料・工法の選定 
ＳＢＲ系ポリマーセメントモルタル 

＋＋＋＋ 
ビニロン製短繊維補強 
（径 14μm長さ 4㎜を 0.5%vol 混入） 
ビニロン製ネット補強 

  既存外壁 

グラスウールボード64Ｋ(50～75㎜)

通気マット(ポリプロピレン製厚10 ㎜) 

ＳＢＲ系ポリマーセメントモルタル 
(ビニロン製短繊維混入厚10 ㎜) 

ビニロン製ネット補強 

防水形仕上塗材 

通気層仕様の場合

研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的    

研究概要研究概要研究概要研究概要    

活用方法・成果活用方法・成果活用方法・成果活用方法・成果

    

ニ
ー
ズ
即
応
型
研
究

ニ
ー
ズ
即
応
型
研
究

ニ
ー
ズ
即
応
型
研
究

ニ
ー
ズ
即
応
型
研
究
    


